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(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、船底、海洋構造物、漁網等への海洋生物の付着の減少を図ると

共に船舶などの燃費効率を高め、船底、水中構造物、養殖用網、漁網、浮標、工業用水系

設備等に対する塗料接着期間の長期化が得られ、海洋汚染の生じることの無い、防汚塗料

を提供する。

【解決手段】本発明に係る防汚塗料用添加物を含有する防汚塗料は、粒径２～１００μｍ

の硫黄粉末と粒径０．３～０．４μｍの弁柄（鉄分）を主成分とした事を特徴とする防汚

塗料用添加物の一つ硫黄分５～１０重量％を含有し、もう一つは弁柄（鉄分）４～１２重

量％を含有する。硫黄と弁柄二つを主成分とする防汚塗料とすることでより有効性を有す

ることができる。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 粒 径 ２ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 硫 黄 粉 末 を 主 成 分 と す る 防 汚 塗 料 用 添 加

物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と し 硫 黄 分 ５ ～ ９ ． ９ ９ 重 量 ％ を 添 加 物 と し 含 有 す る 防 汚 塗 料 。

【 請 求 項 ２ 】

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 粒 径 ０ ． ３ ～ ０ ． ４ μ ｍ の 弁 柄 （ 酸 化 鉄 　 Ｆ ｅ ２ Ｏ ３ ） を 防 汚

塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と し 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） ４ ～ １ ２ 重 量 ％ 添 加 物 と し 海 洋 生

物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 硫 黄 分 ５ ～ １ ０ 重 量 ％ と を 両 成 分 を 同 時 に 防 汚 塗 料 用 添 加 物 と し て 混

入 し 、 よ り 防 汚 効 果 の 有 効 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 防 汚 塗 料 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 硫 黄 粉 末 と 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を 同 時 に 含 有 す る 防 汚 塗 料 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、

鋼 船 、 Ｆ Ｒ Ｐ 船 等 の 各 種 船 体 材 料 か ら 成 る 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 漁 網 、 浮 標 、 鉱

業 用 水 系 設 備 等 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 、 海 藻 の 付 着 及 び 各 種 防 汚 塗 料 へ の 利 用 が 出 来 る 硫 黄

分 と 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を 含 有 す る 防 汚 塗 料 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 　 従 来 、 船 舶 や 水 中 構 造 物 、 漁 網 な ど に 付 着 す る 海 洋 生 物 の 除 去 や 腐 食 防 止 、 あ る い は

船 舶 の 航 行 速 度 の 低 下 防 止 を 目 的 と し て 、 有 機 錫 や ロ ジ ン を 含 有 す る 防 汚 塗 料 が 使 用 さ れ

て い た 。 ま た 、 養 殖 用 網 に お い て も 有 機 錫 や ロ ジ ン 含 有 の 塗 料 が 使 用 さ れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 　 有 機 錫 や ロ ジ ン 含 有 の 塗 料 を 使 用 し た た め 、 海 中 の 生 物 の 生 態 が 変 わ る と い う 問 題 が

生 じ 、 こ の た め 、 １ ９ ８ ０ 年 代 後 半 か ら 有 機 錫 や ロ ジ ン 混 合 の 防 汚 塗 料 使 用 が 自 主 規 制 と

な り 、 １ ９ ９ ９ 年 に は ロ ン ド ン 国 際 海 事 機 構 （ Ｉ Ｍ Ｏ ） 本 部 で の 協 議 で 、 ２ ０ ０ ３ 年 に 船

舶 で の 使 用 を 全 面 禁 止 と す る 合 意 が な さ れ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 　 船 舶 に お け る 問 題 の 一 つ と し て 、 船 底 に 付 着 す る 海 洋 生 物 に よ る 被 害 が あ る 。

船 底 に 付 着 す る 藻 や 貝 類 等 は 、 航 行 す る 船 舶 の 大 き な 抵 抗 力 と な り 、 同 じ 出 力 で も 航 行 速

度 が 大 き く 減 少 す る 。 そ の た め に 燃 料 費 の 増 大 、 エ ン ジ ン の 負 荷 の 増 大 な ど の 被 害 が 出 て

い る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 　 現 存 の 防 汚 塗 料 は ６ か 月 か ら １ 年 間 防 汚 効 果 の あ る 塗 料 も あ る が そ の 防 汚 効 果 を そ れ

以 上 に 高 め る た め に 、 発 明 し た 。 船 舶 や 漁 網 、 水 中 構 造 物 等 の 防 汚 効 果 を よ り 高 め る た め

に 、 硫 黄 粉 末 と 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を 含 有 し た 添 加 物 で 汚 濁 の 防 止 、 減 少 を 図 る こ と で あ る 。

ア ル ミ 船 に は 、 硫 黄 分 が ア ル ミ と 化 学 反 応 を お こ し ア ル ミ を 腐 食 さ せ る た め 、 使 用 で き な

い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 　 　 本 発 明 は 船 底 、 海 洋 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 漁 網 な ど へ の 海 洋 生 物 の 付 着 の 減 少 を 図 る

と 共 に 、 船 舶 な ど の 燃 料 効 率 を 高 め 、 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 漁 網 、 浮 標 、 工 業 用

水 系 設 備 等 に 対 す る 塗 料 接 着 期 間 の 長 期 化 が 得 ら れ 、 海 洋 汚 染 の 生 じ る こ と の 無 い 船 底 塗

料 を 提 供 す る こ と に す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 粒 径 ２ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 硫 黄 粉 末 を 主 成 分 と す る 防 汚 塗 料 用 添 加

物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と し 硫 黄 分 ５ ～ ９ ． ９ ９ 重 量 ％ を 添 加 物 と し て 含 有 す る 防 汚 塗 料

。

【 ０ ０ ０ ８ 】

10

20

30

40

50



(3) JP  2019-157100  A   2019.9.19

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 粒 径 ０ ． ３ ～ ０ ． ４ μ ｍ ｎ 弁 柄 （ 酸 化 鉄 　 Ｆ ｅ ２ Ｏ ３ ） を 防 汚

塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と し 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） ４ ～ １ ２ 重 量 ％ を 添 加 物 と し 海 洋

生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 硫 黄 分 ５ ～ １ ０ 重 量 ％ と を 両 成 分 を 同 時 に 防 汚 塗 料 用 添 加 物 と し て

混 入 し 、 よ り 防 汚 効 果 の 有 効 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 防 汚 塗 料 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 　 上 記 硫 黄 粉 末 （ 硫 黄 分 ） に よ る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 は 、 塗 料 重 量 １ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し て

５ ～ １ ０ 重 量 ％ の 割 合 で 塗 料 に 添 加 混 入 し 、 攪 拌 し て 、 船 舶 の 船 底 、 水 中 構 造 物 、 漁 網 等

に 塗 布 す る 。 本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ に 記 載 す る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 は ５

～ １ ０ 重 量 ％ の 硫 黄 粉 末 （ 硫 黄 分 ） を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 含 有 す る 硫 黄 分 の 割 合

を ５ ～ １ ０ 重 量 ％ に 設 定 し た の は 、 ま ず １ ０ ％ の 上 限 の 根 拠 は 、 前 回 の 実 証 試 験 で ２ ０ ％

の 割 合 で 塗 装 し た 結 果 　 海 藻 や カ キ の 付 着 が 多 く て 増 殖 し た よ う な 結 果 し か 得 ら れ な か っ

た こ と に よ り １ ２ ％ を 上 限 と す べ き だ と 決 定 し た 。 尚 ５ ％ を 下 限 と し た の は 、 船 底 塗 料 の

他 の 主 成 分 な ど が ５ ％ 以 上 で あ る し 、 ２ ～ ３ ％ で は 防 汚 効 果 を 得 ら れ な い と 判 断 し た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 　 硫 黄 粉 末 と 共 に 同 時 に 混 入 す る 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） に よ る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 は 、 塗 料 重 量

１ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し ４ ～ １ ２ 重 量 ％ の 割 合 で 塗 料 に 添 加 混 入 し て 船 舶 の 船 底 、 水 中 構 造 物

、 漁 網 等 に 塗 布 す る 。 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ２ に 記 載 す る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚

塗 料 は ４ ～ １ ２ 重 量 ％ の 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 含 有 す る 弁 柄 （ 鉄

分 ） の 割 合 を ４ ～ １ ２ 重 量 ％ に し た の は 、 市 販 の 船 底 塗 料 に 含 有 す る 弁 柄 の 割 合 が ５ ～ １

０ 重 量 ％ で あ っ た た め に 、 硫 黄 と 同 時 に 混 ぜ た そ の 割 合 が ４ ． ２ ５ ％ で あ る の で 、 ４ 重 量

％ に し た 。 上 限 を １ ２ 重 量 ％ に 決 め た の は 、 硫 黄 分 と 同 じ 現 象 が 起 こ る 可 能 性 が あ る か も

し れ な と も 考 え た 。 弁 柄 は 重 い の で 、 混 入 量 を １ ２ ％ に と ど め た 。 塗 料 の 沈 殿 を 防 ぎ た い

。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 　 　 本 発 明 は 、 海 洋 生 物 の 忌 避 効 果 が 齎 さ れ る 硫 黄 粉 末 と 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を 含 有 す る 防

汚 塗 料 用 添 加 物 と し た の で 、 船 底 、 海 洋 構 造 物 、 漁 網 等 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 の 減 少 を 測 る

と 共 に 、 船 舶 な ど の 燃 費 効 率 を 高 め 、 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 漁 網 、 浮 標 、 工 業 用

水 系 設 備 等 に 対 す る 塗 料 接 着 期 間 の 長 期 化 が 得 ら れ 、 海 洋 汚 染 の 生 じ る こ と の 無 い 船 底 塗

料 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 　 本 発 明 に 係 る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 に 使 用 す る 硫 黄 粉 末 と 弁 柄 （ 酸 化

鉄 ） は 従 来 余 り 添 加 物 又 は 防 汚 塗 料 と し て 使 用 さ れ て い な か っ た が 、 硫 黄 分 と 弁 柄 （ 鉄 分

防 ） で 汚 効 果 を よ り 高 め る 為 に 、 防 汚 塗 料 用 添 加 物 と し て 同 時 に 混 入 攪 拌 し て 、 塗 布 す る

。

海 洋 生 物 に も 全 く 弊 害 が 無 く 船 底 塗 料 添 加 物 と し て 使 用 さ れ る ほ か 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網

、 漁 網 、 浮 標 、 工 業 用 水 系 設 備 等 に 適 用 さ れ 、 防 汚 効 果 を 遺 憾 な く 発 揮 で き る 。

　 　 （ １ ） 　 カ キ ガ ラ 、 藻 、 ア オ サ な ど の 生 物 の 付 着 を 大 幅 に 少 な く す る 。

　 　 （ ２ ） 　 塗 料 塗 布 脱 着 期 間 を 従 来 よ り も 大 幅 に 伸 ば す こ と が で き る 。

　 　 （ ３ ） 　 塗 料 の 耐 久 性 が 増 し 、 前 回 の 塗 布 か ら 次 回 の 塗 布 ま で の 塗 替 え 期 間 が 延 び る

　 　 　 　 　 と と も に 船 舶 な ど の 燃 費 効 率 が 向 上 で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 　 現 在 一 般 に 使 用 さ れ て い る 船 底 塗 料 は ６ ヶ 月 ～ １ 年 に １ 回 、 塗 料 の 塗 り 直 し 作 業 を 行

っ て い る の が 通 常 で あ る が 、 本 発 明 に 係 る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 を 使 用 す

る こ と で 、 塗 り 直 し に 至 る ま で の 期 間 を 長 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 船 舶 な ど の 航 行 速

度 の 低 下 を 防 ぎ 、 エ ン ジ ン 負 荷 の 軽 減 、 船 体 の 傷 み の 軽 減 な ど 、 そ の 効 果 は 大 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 　 鹿 児 島 県 の 硫 黄 島 の 港 で は 、 今 な お 硫 黄 の 噴 出 が 続 い て お り 、 そ の た め 港 の 海 水 は 黄

褐 色 を 呈 し て い る 。 な お 、 海 水 中 に 鉄 分 が 混 ざ っ て い る た め 、 さ び 色 の 海 水 に な っ て い る

。 港 の 岸 壁 や 停 泊 し て い る 船 舶 に は 、 海 洋 生 物 の 海 藻 や カ キ な ど の 付 着 が 全 く 見 ら れ な い
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。 硫 黄 島 の 港 周 辺 が さ び 色 、 黄 褐 色 を 成 し て い る の は 、 硫 黄 分 と 鉄 分 が 分 布 し て い る た め

で あ る 。 こ の 両 成 分 が 海 洋 生 物 の 忌 避 効 果 に 拠 る も の と 考 え ら れ る 。 硫 黄 島 の 海 水 と 同 様

な 、 海 洋 生 物 の 忌 避 効 果 を 産 む 防 汚 塗 料 の 添 加 物 と し て 、 硫 黄 分 　 鉄 分 が 有 効 で あ る 。 硫

黄 島 の 海 の 水 に 近 づ け る こ と が 、 最 大 の 防 汚 効 果 を 産 み 出 し て く れ る も の と 考 え る 。

た だ し 、 ア ル ミ 船 な ど の ア ル ミ 製 品 は 硫 黄 分 に よ る も の と 考 え ら れ る 腐 食 効 果 が あ る 為 ア

ル ミ 製 品 は 本 発 明 の 適 用 外 と せ ざ る を 得 な い 。

【 発 明 を 実 践 す る た め の 形 態 】

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ５ 】

（ １ ） 平 成 ２ ８ 年 ８ 月 ９ 日 に Ｆ Ｒ Ｐ 製 単 板 の 試 験 板 （ 長 さ ＝ ４ ０ ． ０ Ｃ ｍ 　 幅 ＝ １ ０ ． ０

Ｃ ｍ 厚 み ＝ ５ ～ ８ ｍ ｍ ） １ ０ 枚 に 、 １ ０ 通 り の 塗 料 を 塗 布 し 、 平 成 ２ ８ 年 ８ 月 １ ２ 日 に 鹿

屋 市 高 須 港 内 の 漁 類 貯 養 施 設 （ 生 け 簀 枠 　 漁 業 者 所 有 ） で 試 験 板 を 海 に 浸 し て 、 海 洋 生 物

付 着 防 止 の 浸 漬 実 証 試 験 を 実 施 し た 。 　 　 参 考 写 真 １ 　 参 考 写 真 １ － ２

（ ２ ） 上 記 試 験 板 と 共 に 、 船 舶 　 ヨ ッ ト （ ヤ マ ハ Ｙ － １ ７ ） で も 浸 漬 実 証 試 験 を 行 っ た 。

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ ０ 日 に ヨ ッ ト 船 体 を 右 舷 、 左 舷 に 分 け て 両 舷 の 中 央 か ら 船 首 側 と 船 尾 側

に ４ 分 割 し て 、 そ れ ぞ れ に 塗 料 を 塗 装 し た 。

参 考 写 真 Ａ 　 参 考 写 真 Ｂ 　 参 考 写 真 Ｃ

【 ０ ０ １ ６ 】

（ １ ） の 試 験 板 の 浸 漬 実 証 試 験 検 証 結 果 を 記 載 す る 。 下 記 の 通 り の 試 験 板 を 作 っ た 。

試 験 板 ０ 　 塗 料 、 塗 装 な し 　 Ｆ Ｒ Ｐ 単 板 の ま ま

試 験 板 １ 　 船 底 塗 料 （ ク ラ ウ ン カ ラ ー Ｙ Ｓ ＃ ３ ０ ０ ０ 　 さ び 色 ） を 　 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を ５

～ １ ０ 重 量 ％ 含 有 し 、 粒 径 ０ ． ３ ～ ０ ． ４ μ ｍ の 塗 料 で あ る 。 そ れ の み を 塗 装 し た 。

試 験 板 ２ 　 船 底 塗 料 ク ラ ウ ン カ ラ ー に ９ ． ０ ９ 重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ て 塗 装 し た 。

試 験 板 ３ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） の み を 塗 装 し た 。

試 験 板 ４ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） に １ １ ． １ １ 重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ て 塗 装 し た 。

試 験 板 ５ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） に １ ０ ． ６ 重 量 ％ の 硫 黄 と ４ ． ２ ５ 重 量 ％ の 弁 柄 を 混 ぜ

て 塗 装 し た 。 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） ４ ． ０ Ｋ ｇ に 硫 黄 粉 末 ５ ０ ０ ｇ と 弁 柄 ２ ０ ０ ｇ を 混 ぜ

て 塗 装 し た 。

試 験 板 ６ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） の み を 塗 装 し た 。

試 験 板 ７ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に １ １ ． １ １ 重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ て 塗 装 し た 。

試 験 板 ８ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に １ ０ ． ６ 重 量 ％ の 硫 黄 と ４ ． ２ ５ 重 量 ％ の 弁 柄 を 混 ぜ

塗 布

試 験 板 ９ 　 試 験 板 （ 幅 ＝ １ ５ Ｃ ｍ 長 さ ＝ ５ ０ Ｃ ｍ 厚 み ＝ ５ ｍ ｍ ） に 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ）

に ５ ． ０ 重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ て 塗 装 し た 。 硫 黄 分 の 最 低 限 度 量 を 試 す こ と に し た 。

以 上 １ ０ 枚 の 試 験 板 の 塗 装 部 分 を ５ ～ １ ０ Ｃ ｍ 海 水 面 か ら 出 し て 、 海 水 面 以 下 が ３ ０ Ｃ ｍ

に な る よ う に 設 置 し て 、 浸 漬 実 証 試 験 す る こ と に し た 。 塗 装 部 を 海 面 よ り 上 に 試 験 板 を 出

し た 。 海 水 面 の あ た り は 、 波 が 当 た る た め に 塗 料 が 剥 が れ る こ と が 、 多 い 。 日 光 が 直 接 当

た る こ と も 、 海 藻 な ど が 付 着 し や す い 原 因 で は な い か と 、 推 察 さ れ る 。

６ カ 月 後 と １ 年 後 に 実 証 検 証 す る 。 参 考 写 真 １ 参 考 写 真 １ － ２

【 ０ ０ １ ７ 】

加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を 同 一 重 量 ％ の 　 ８ ％ と １ ２ ％ の ２ 種 類 の

塗 料 を 実 証 試 験 を Ｆ Ｒ Ｐ 単 板 （ 幅 ＝ １ ３ ． ５ Ｃ ｍ 　 長 さ ＝ ５ ４ ． ０ Ｃ ｍ 　 厚 み ＝ ４ ～ ５ ｍ

ｍ ） の 試 験 板 を ４ 枚 作 り 、 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） ２ 種 類 に 平 成 ２ ８ 年 ８ 月 ３ ０ 日 に 塗 装 し

た 。 科 学 的 な 根 拠 は な い が 、 今 ま で の 実 証 検 証 の 結 果 等 か ら 、 鑑 み 硫 黄 分 と 弁 柄 の 割 合 が

８ 重 量 ％ と １ ２ 重 量 ％ が 最 適 で あ る と 考 え る 。 鉄 分 と 硫 黄 分 の 混 ざ っ た 、 鹿 児 島 県 三 島 村

硫 黄 島 の 海 の 成 分 状 態 に 近 く な る か も し れ な い と 、 推 測 し 実 証 試 験 す る こ と に し た 。

試 験 板 ０ ８ 　 別 な 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 分 と 鉄 分 を ８ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 っ た 。

試 験 板 １ ２ 　 別 な 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 分 と 鉄 分 を １ ２ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 っ た 。

試 験 板 ８ ８ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 分 と 鉄 分 を ８ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 装 し た 。
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試 験 板 １ ２ １ ２ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 分 と 鉄 分 を １ ２ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 っ た 。

２ ８ 年 ９ 月 １ 日 に 他 の 試 験 板 を 浸 し て い る 生 け 簀 枠 に 設 置 し 浸 漬 状 況 を 検 証 す る こ と に し

て 実 証 試 験 を 始 め た 。 ６ か 月 後 　 １ 年 後 に 検 証 す る 。

　 参 考 写 真 ３ － １ 　 参 考 写 真 ３ － ２ 　 参 考 写 真 ４ － １ 　 参 考 写 真 ４ － ２

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 　 平 成 ２ ８ 年 ９ 月 １ ２ 日 に １ と 月 後 の 試 験 板 １ ０ 枚 を 　 写 真

　 　 撮 影 し た 。 １ 回 目 の 検 証 結 果 は 下 記 の 通 り で あ る 。

試 験 板 ０ 　 海 藻 が 早 く も 少 量 付 着 し て い た 。

試 験 板 １ 　 海 藻 や カ キ の 付 着 は な い 。

試 験 板 ２ 　 全 面 に 汚 れ て い た が 海 藻 な ど の 付 着 は な か っ た 。

試 験 板 ３ 　 海 藻 の 付 着 と 汚 れ が あ り 、 塗 装 の 剥 離 が あ っ た 。

試 験 板 ４ 　 汚 濁 が 見 ら れ た が 海 藻 の 付 着 は な い 。

試 験 板 ５ 　 汚 れ が 見 ら れ た 。 海 藻 は 付 い て い な い 。

試 験 板 ６ 　 汚 れ が あ っ た が 、 海 藻 の 付 着 は 無 か っ た 。

試 験 板 ７ 　 汚 れ と 塗 装 の 剥 が れ て い た 。 海 藻 は 見 ら れ な い 。

試 験 板 ８ 　 汚 濁 は あ っ た が 、 海 藻 は 付 い て な か っ た 。

試 験 板 ９ （ ５ ％ 塗 布 試 験 板 ） 汚 濁 が あ っ た 。

塗 装 後 少 日 数 の た め 、 試 験 板 の 汚 れ 以 外 変 化 は な か っ た 。

　 参 考 写 真 １ （ ０ ： ５ ） 　 参 考 写 真 ２ （ １ ： ２ ） 　 参 考 写 真 ３ （ ３ ： ４ ）

　 参 考 写 真 ４ （ ６ ： ７ ） 　 参 考 写 真 ５ （ ８ 右 ） 　 参 考 写 真 ６ （ 硫 黄 分 ５ ％ ）

【 ０ ０ １ ９ 】

平 成 ２ ８ 年 １ １ 月 ４ 日 に 試 験 板 １ ０ 枚 を 陸 揚 し て 、 実 証 検 証 し た 。

浸 漬 実 証 試 験 を 始 め て ８ ５ 日 目 で あ る 。

試 験 板 ０ 　 全 体 に 汚 濁 し 海 藻 や カ キ が 付 着 し て い た 。

試 験 板 １ 　 部 分 的 に 汚 れ て い た 。 海 藻 の 付 着 も 見 ら れ た 。 塗 装 の 剥 離 が あ っ た 。

試 験 板 ２ 　 全 体 的 に 汚 れ て い た 。 下 端 部 に 海 藻 が 付 い て い た 。

試 験 板 ３ 　 日 の 当 た る 表 側 は 全 面 的 に 汚 れ 、 裏 は 汚 濁 が 少 な く 海 藻 や カ キ の 付 着 は な い 。

試 験 板 ４ 　 全 体 的 に 汚 濁 し て い た 。 海 藻 が 付 き 始 め て い た 。

試 験 板 ５ 　 全 面 に 汚 れ て い た 。 海 藻 が 付 き 始 め て い た が カ キ の 付 着 は な い 。

試 験 板 ６ 　 少 し 汚 れ て い た が 、 塗 料 の 剥 離 が 見 ら れ た が 、 海 藻 や カ キ は な か っ た 。

試 験 板 ７ 　 少 な い 汚 れ が 、 海 藻 　 カ キ の 付 着 は な い 。

試 験 板 ８ 　 少 し の 汚 濁 は あ っ た が 、 海 藻 や カ キ は 見 ら れ な い 。

試 験 板 ９ 　 汚 濁 し て い た 。 カ キ が 付 い て い た 。 塗 装 が 剥 が れ て い た の が 原 因 だ と 考 え ら れ

る

　 参 考 写 真 ０ － Ａ 　 参 考 写 真 １ － Ａ 　 参 考 写 真 ２ － Ａ 　 参 考 写 真 ３ － Ａ 　 参 考 写 真 ４ － Ａ

　 参 考 写 真 ５ － Ａ 　 参 考 写 真 ６ － Ａ 　 参 考 写 真 ７ － Ａ 　 参 考 写 真 ８ － Ａ 　 参 考 写 真 ９ － Ａ

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 　 　 試 験 板 １ ０ 枚 を 浸 水 し て か ら 、 １ ９ ８ 日 目 の 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 ２ ５ 日 に 海 中 か ら 引 き

揚 げ て 検 証 し 写 真 撮 影 し た 。 検 証 結 果 は 下 記 の 通 り で あ っ た 。

試 験 板 ０ 　 試 験 板 の 表 面 が 見 え な い ほ ど 汚 濁 し 海 藻 や カ キ が 全 面 に つ い て い た 。

試 験 板 １ 　 海 藻 や カ キ が 多 く 付 着 し て い た 。

試 験 板 ２ 　 カ キ の 付 着 は な か っ た が 、 海 藻 が 付 い て い た 。

試 験 板 ３ 　 海 藻 が 付 い て い た 。

試 験 板 ４ 　 カ キ は 見 当 た ら な か っ た が 、 海 水 面 と 試 験 板 下 端 に 海 藻 が 付 い て い た 。

試 験 板 ５ 　 海 藻 が 付 着 し て い た 。 カ キ は な か っ た 。

試 験 板 ６ 　 カ キ は な く 、 海 藻 が 見 ら れ た 。

試 験 板 ７ 　 海 藻 が 付 い て い た が ・ カ キ は 見 当 た ら な か っ た 。

試 験 板 ８ 　 海 藻 が 付 着 し て い た 。

試 験 板 ９ 　 海 藻 は 付 い て い た が 、 カ キ は 付 い て い な か っ た 。
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　 試 験 板 に よ る 実 証 試 験 は 船 舶 の 実 証 試 験 と 比 較 し て 、 汚 濁 や 海 藻 の 付 着 が 多 く て 、 戸 惑

っ て い る 。 試 験 板 は 殆 ど の 部 分 に 日 光 が 当 た る の で 、 海 藻 の 付 着 が 多 い と 考 え ら れ る 。

船 舶 は 日 の 当 た ら な い 船 底 は 、 硫 黄 　 弁 柄 を 添 加 物 と す る 塗 料 で は 、 海 藻 や カ キ の 付 着 は

な か っ た 。 日 の 当 た る 船 側 部 分 や 船 尾 部 は 海 藻 の 付 着 が 見 ら れ る こ と あ る 。 そ れ と 船 舶 は

航 行 す る か ら 、 付 着 し て い た 汚 濁 や 海 藻 な ど が 、 他 力 で も っ て 剥 ぎ 取 ら れ る と 考 え る 。 要

す る に 、 日 光 の 当 た る 部 所 は 、 日 光 と 塗 料 が 反 応 し て 、 海 藻 や カ キ が 付 着 し や す い 。

　 参 考 写 真 １ Ｂ （ ０ ： ５ ） 　 参 考 写 真 ２ Ｂ （ １ ： ２ ） 　 参 考 写 真 ３ Ｂ （ ３ ： ４ ）

　 参 考 写 真 ４ Ｂ （ ６ ： ７ ） 　 参 考 写 真 ５ Ｂ （ ８ ： ５ ％ 板 ）

【 ０ ０ ２ １ 】

試 験 板 １ ０ 枚 を 浸 水 し て か ら 、 ３ ８ ８ 日 目 の 平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ 日 に 　 中 村 俊 一 ア ド バ イ サ

ー と 共 に 最 終 検 証 を 行 っ た 。

試 験 板 ０ 　 塗 装 な し 　 海 藻 や カ キ が 多 く 付 着 し て い た 。

試 験 板 １ 　 船 底 塗 料 ク ラ ウ ン カ ラ ー の み 　 海 藻 と カ キ が 付 い て い た 。

試 験 板 ２ 　 船 底 塗 料 ク ラ ウ ン カ ラ ー に 　 ９ ． ０ ９ 重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ て 塗 装 し た 。

　 海 藻 や カ キ が 付 着 し て い た 。

試 験 板 ３ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） の み を 塗 装 し た 。

　 検 証 で は 海 藻 が 少 し 付 着 し て い た 。

試 験 板 ４ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） に 、 １ １ ． １ 重 量 ％ の 硫 黄 の み を 混 ぜ て 塗 装 し た 。

　 検 証 で は 試 験 板 ３ よ り も 少 な く 海 藻 が 付 着 し て い た 。

試 験 板 ５ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） に １ ０ ． ６ 重 量 ％ の 硫 黄 分 と ４ ． ２ ５ 重 量 ％ の 弁 柄 を 混

　 ぜ て 塗 装 し た 。 海 藻 や カ キ の 付 着 は な か っ た 。

試 験 板 ６ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） の み を 塗 装 し た 。 海 藻 が 付 着 し て い た 。

試 験 板 ７ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に １ １ ． １ 重 量 ％ の 硫 黄 分 を 塗 装 し た 。

　 検 証 で は 海 藻 や カ キ の 付 着 は 見 ら れ な か っ た 。

試 験 板 ８ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に １ ０ ． ６ 重 量 ％ の 硫 黄 と ４ ． ２ ５ 重 量 ％ の 弁 柄 を 混 ぜ

　 て 塗 装 し た 。 検 証 で は 海 藻 が 付 着 し て い た 。

試 験 板 ９ 　 加 水 分 解 塗 料 （ 赤 ） に 　 ５ ． ０ 重 量 ％ の 硫 黄 分 を 混 ぜ て 塗 装 し た 。 検 証 で は 南

　 側 （ 日 光 の よ く 当 た る 面 ） は 海 藻 や カ キ が 多 く 付 着 し て い た 。 日 当 た り の 良 く な い と 思

　 わ れ る 北 西 側 面 は 、 海 藻 や カ キ の 付 着 は 無 か っ た 。 海 藻 や カ キ な ど の 成 分 自 体 や 成 長 に

　 対 し て 、 日 光 な ど と 反 応 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 船 舶 等 へ の 塗 装 し た 場 合 （ 通 常 の

　 船 底 塗 料 の 塗 装 、 使 用 状 態 ） と 違 い 、 試 験 板 で の 浸 漬 実 証 試 験 で は 、 海 藻 や カ キ の 付 着

　 が 多 い と 思 っ た 。 尚 　 ２ ９ 年 ２ 月 の 検 証 の 時 よ り も ２ ９ 年 ９ 月 １ 日 の 検 証 の 方 が 海 藻 や

　 カ キ の 付 着 が 少 な か っ た 。 海 藻 な ど が 波 や 風 に 剥 ぎ 取 ら れ た の か も 知 れ な い が 、 目 視 は

　 で き て い な い 。 航 行 速 度 が 高 く な く て も 、 海 藻 な ど が 剥 ぎ 取 ら れ る も の と 推 察 は で き る

　 。

　 参 考 写 真 １ － １ 　 参 考 写 真 １ － ２ 　 参 考 写 真 ２ － １ 　 参 考 写 真 ２ － ２

　 参 考 写 真 ３ － １ 　 参 考 写 真 ３ － ２ 　 参 考 写 真 ４ － １ 　 参 考 写 真 ４ － ２

　 参 考 写 真 ５ － １ 　 参 考 写 真 ５ － ２ 　 参 考 写 真 ６ － １ 　 参 考 写 真 ６ － ２

　 参 考 写 真 ７ － １ 　 参 考 写 真 ７ － ２ 　 参 考 写 真 ８ － １ 　 参 考 写 真 ８ － ２

　 参 考 写 真 ９ － １ （ 硫 黄 分 ５ ％ ） 　 参 考 写 真 ９ － ２ （ 硫 黄 分 ５ ％ ）

　 参 考 写 真 ０ － １ （ 塗 装 な し ） 　 参 考 写 真 ０ － ２ （ 塗 装 な し ）

【 ０ ０ ２ ２ 】

浸 漬 実 証 試 験 の 検 証 の 結 果 の 表 を 下 記 に 堤 載 す る 。
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【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 ６ 日 　 ヨ ッ ト （ ヤ マ ハ Ｙ － １ ７ ） に 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） に １ １ ． １

重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ た 塗 料 を ２ ． ５ ０ Ｋ ｇ 塗 装 し た 。 ９ か 月 後 の ２ ８ 年 ６ 月 ２ ８ 日 に 上 架

し て 船 底 の 汚 濁 具 合 を 検 証 し た 。 船 体 の 喫 水 線 部 分 に カ キ が 付 い て い た 。 日 の 出 る 東 側 （

左 舷 側 ） が 日 の 沈 む 西 側 （ 右 舷 側 ） よ り も 多 く の カ キ が 付 着 し て い た 。 日 光 の 当 た ら な い

船 底 に は 、 全 く 海 藻 や カ キ の 付 着 は な い 。

　 今 回 　 新 し く 塗 料 に 硫 黄 と 弁 柄 （ 鉄 分 ） を 混 ぜ た 塗 料 を 開 発 す る こ と に し た 。 そ の 塗 料

を 左 舷 側 に 塗 装 す る こ と に し た 。 ７ 月 １ ０ 日 に 下 記 の 要 項 で 塗 装 し た 。 船 底 塗 料 の 色 は 赤

。 ヨ ッ ト の 船 体 を ４ 分 割 し て 、 そ れ ぞ れ の 塗 料 を 塗 装 し た 。 ヨ ッ ト を 右 舷 と 左 舷 に 分 け て

両 舷 を 船 体 中 央 か ら 船 首 部 と 船 尾 部 に 分 け て ４ 面 （ Ａ 面 　 Ｂ 面 　 Ｃ 面 　 Ｄ 面 ） と し た 。 キ

ー ル 部 も ４ 分 割 と し た 。

Ａ 面 　 左 舷 船 首 部 （ 左 舷 船 首 か ら 船 体 中 央 ま で ） に 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） を ０ ． ９ Ｋ ｇ 塗

っ た 。

Ｂ 面 　 右 舷 船 首 部 （ 右 舷 船 首 か ら 船 体 中 央 ま で ） に ク ラ ウ ン カ ラ ー の み を ０ ． ６ ６ Ｋ ｇ 塗

っ た 。

Ｃ 面 　 左 舷 船 尾 部 に は 、 加 水 分 解 型 塗 料 に １ ０ ． ６ 重 量 ％ の 硫 黄 と ４ ． ２ ５ 重 量 ％ の 弁 柄

を 混 ぜ て 塗 装 し た 。 １ ． ２ ４ Ｋ ｇ 塗 っ た 。

Ｄ 面 　 右 舷 船 尾 部 に は ク ラ ウ ン カ ラ ー に ９ ． ０ ９ 重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ て １ ． ４ ５ Ｋ ｇ 塗 装

し た 。

硫 黄 と 弁 柄 を ブ レ ン ド す る こ と に お い て 、 三 島 村 硫 黄 島 の 海 水 に 近 い 状 況 に し た 。

　 ２ ８ 年 ８ 月 １ 日 に ヨ ッ ト を 下 架 し た 。 ６ か 月 後 と １ 年 後 に 上 架 し て 、 海 藻 や カ キ の 付 着

状 況 の 検 証 を 中 村 俊 一 ア ド バ イ サ ー と 共 に 実 証 検 証 す る 。

　 　 参 考 写 真 Ａ 　 参 考 写 真 Ｂ 　 参 考 写 真 Ｃ

【 ０ ０ ２ ４ 】

ヨ ッ ト （ ヤ マ ハ Ｙ － １ ７ ） を 浸 水 後 ２ １ ０ 日 後 の ２ ９ 年 ２ 月 ２ ５ 日 に 上 架 し て 検 証 し た 。

Ａ 面 　 左 舷 船 首 部 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） を 塗 装 し た 面 に は 、 海 藻 が 付 着 し て い た 。

Ｂ 面 　 右 舷 船 首 部 　 船 底 塗 料 ク ラ ウ ン カ ラ ー の み を 塗 装 し た 部 分 は 海 藻 が 付 い て い た 。

カ キ も 見 ら れ た 。

Ｃ 面 　 左 舷 船 首 部 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） に １ ０ ． ６ 重 量 ％ の 硫 黄 と ４ ． ２ ５ 重 量 ％ の 弁

柄 を 混 ぜ て 塗 装 し た 面 に は 、 海 藻 が 付 着 し て い た 。 カ キ は 見 当 た ら な か っ た 。

Ｄ 面 　 右 舷 船 尾 部 　 船 底 塗 料 ク ラ ウ ン カ ラ ー に ９ ． ０ ９ 重 量 ％ の 硫 黄 を 混 ぜ て 塗 装 し た 部

分 に は 、 カ キ は 見 当 た ら な か っ た が 、 海 藻 が 付 着 し て い た 。

塗 料 単 一 の 塗 装 面 よ り も 、 硫 黄 及 び 弁 柄 を 混 入 し 塗 装 し た 面 が 、 汚 濁 　 海 藻 や カ キ の 付 着

は 少 な い 。 硫 黄 と 弁 柄 を 添 加 物 に 含 有 す る 防 汚 塗 料 が 有 利 で あ る と 考 え ら れ る 。

　 　 参 考 写 真 Ｄ 　 参 考 写 真 Ｅ 　 参 考 写 真 Ｆ 　 参 考 写 真 Ｇ

【 ０ ０ ２ ５ 】

平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ 日 に 浸 水 後 １ 年 目 に ヨ ッ ト （ ヤ マ ハ Ｙ － １ ７ ） を 陸 揚 し て 実 証 検 証 し た

。

Ａ 面 　 左 舷 船 首 部 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） の み を ０ ． ９ ５ Ｋ ｇ 塗 装 し た 部 分 は 、 検 証 で は
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、 喫 水 線 部 分 に 海 藻 が 見 ら れ た 。 そ こ 以 外 は 海 藻 も カ キ も 付 い て な か っ た 。 喫 水 線 部 の 塗

料 な ど と の 作 用 　 反 応 な ど が 剥 離 が 原 因 で も あ る と 考 え る 。

Ｂ 面 　 右 舷 船 首 部 　 ク ラ ウ ン カ ラ ー （ 弁 柄 （ 酸 化 鉄 ） を ５ ～ １ ０ ％ 含 有 す る 塗 料 ） の み を

０ ． ６ ６ Ｋ ｇ 塗 装 し た 。 検 証 で は 海 藻 が 付 い て い た 。 」 カ キ も 見 ら れ た 。

Ｃ 面 　 左 舷 船 尾 部 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 赤 ） に 硫 黄 １ ０ ． ６ 重 量 ％ と 弁 柄 ４ ． ２ ５ 重 量 ％ を

混 ぜ て 塗 装 し た 。 検 証 で は 海 藻 も カ キ の 付 着 も 少 な か っ た 。

Ｄ 面 　 右 舷 船 尾 部 　 船 底 塗 料 ク ラ ウ ン カ ラ ー に 硫 黄 ９ ． ０ ９ 重 量 ％ を 混 ぜ て 塗 装 し た 。 検

証 で は 海 藻 が 付 い て い た 。 カ キ は 見 当 た ら な か っ た 。

　 海 藻 や カ キ の 付 着 し た 部 所 は 殆 ど が 塗 料 が 剥 げ 落 ち た 所 で あ る 。 塗 料 の 剥 ぎ 取 ら れ て い

な い 部 分 は 、 塗 料 が 塗 ら れ て い る 部 分 は 、 海 藻 や カ キ の 付 着 は 非 常 に 少 な い 。

塗 装 が 剥 離 し な い よ う に 、 塗 装 の 塗 り 方 や 剥 が れ 落 ち な い 塗 料 　 方 法 を と る 。

ヨ ッ ト の 鉄 製 の キ ー ル 部 も 綿 密 に 検 証 し た が 、 Ｄ 面 が 最 も 汚 濁 が 少 な く 、 海 藻 や カ キ の 付

は 少 な か っ た 。 ク ラ ウ ン カ ラ ー に 硫 黄 を 混 ぜ た 塗 料 が 防 汚 効 果 は 高 い 。 鉄 船 や 鉄 製 の 水 中

構 造 物 に は 、 こ の 成 分 の 塗 料 を 塗 装 す る の が 最 も 有 効 で あ る 。

参 考 写 真 Ｈ 　 参 考 写 真 Ｉ 　 参 考 写 真 Ｊ 　 参 考 写 真 Ｋ 　 参 考 写 真 Ｌ 　 参 考 写 真 Ｍ

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を 同 一 重 量 ％ ず つ 混 ぜ た 塗 料 を 作 り 浸 漬 実 証 試 験 を す

る こ と に し た 。 ８ ％ と １ ２ ％ の ２ 種 類 の 塗 料 を ２ 種 類 の 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） で 実 証 試 験

を す る 。 試 験 板 （ Ｆ Ｒ Ｐ 単 板 　 幅 ＝ １ ３ ． ５ Ｃ ｍ 　 長 さ ＝ ５ ４ ． ０ Ｃ ｍ ） を ４ 枚 作 り 、 試

験 す る 。

硫 黄 と 弁 柄 の ブ レ ン ド の 割 合 を 　 ８ ％ と １ ２ ％ に 決 定 し た 科 学 的 な 根 拠 は な い 。 今 ま で の

実 証 試 験 で 硫 黄 分 が ２ ０ ． ０ 重 量 ％ 以 上 で は 防 汚 効 果 は 全 く な く ， 逆 に 海 藻 や カ キ の 付 着

を 増 大 す る 結 果 が 出 た の で ， １ ２ ％ が 良 い と 決 め た 。 ８ ％ に 決 定 し た の は 　 別 の 実 証 試 験

で 硫 黄 分 ５ 重 量 ％ の 試 験 を し て い る か ら 、 中 間 の 数 値 が 適 当 と し た 。 鉄 分 と 硫 黄 の 混 ざ っ

た 鹿 児 島 県 三 島 村 硫 黄 島 の 海 に 近 い 状 態 に な る か も し れ な い と 考 え 、 ８ ％ と １ ２ ％ の 二 つ

の 割 合 が 最 適 で あ る の で 、 実 証 試 験 す る 。 ８ 月 ２ ７ 日 に 塗 装 し ９ 月 １ 日 に 海 に 入 れ た 。

試 験 板 ０ ８ 　 別 な 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を ８ 重 量 ％ ず つ を 混 ぜ て 塗 装 し た 。

試 験 板 １ ２ 　 別 な 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を １ ２ 重 量 ％ を 混 ぜ て 塗 装 し た 。

試 験 板 ８ ８ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を ８ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 装 し た 。

試 験 板 １ ２ １ ２ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を １ ２ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 装 し た 。

　 生 け 簀 枠 に 試 験 板 ４ 枚 を 西 よ り 東 向 き に 約 ３ ０ Ｃ ｍ 海 中 に 沈 め て 設 置 し 検 証 す る こ と に

し た 。 ［ ０ ０ １ ７ ］ に 参 考 写 真 番 号

【 ０ ０ ２ ７ 】

平 成 ２ ８ 年 ９ 月 １ 日 に 海 水 に 浸 し た 試 験 板 ４ 枚 を 浸 水 後 １ ７ ８ 日 目 の ２ ９ 年 ２ 月 ２ ５ 日 に

陸 揚 し て 実 証 検 証 し た 。 試 験 板 の 海 水 面 す れ す れ の 部 分 と 最 下 端 部 （ 海 中 ） に 海 藻 が 付 い

て い た 。 海 水 面 と 最 下 端 部 以 外 に は 海 藻 や カ キ の 付 着 は な か っ た 。 二 つ の 加 水 分 解 型 塗 料

（ 青 ） と も 異 差 は な い 。 ８ ％ 試 験 板 よ り も １ ２ ％ 試 験 板 の 方 が 僅 か な が ら 海 藻 の 付 着 は 少

な か っ た 。 日 の 当 た る 側 よ り も 日 の 当 た ら な い 側 が 海 藻 の 付 着 は 少 な い 。

こ れ ま で ６ 年 以 上 の 実 証 検 証 し た な か で も 、 こ の 事 実 は 不 変 で あ る 。 船 舶 は 航 行 や 波 で 動

く の で 、 海 藻 な ど が 剥 ぎ 取 ら れ る こ と も あ る 。 静 止 状 態 の 本 試 験 板 は 海 藻 の 付 着 が 多 か っ

た 。 ６ か 月 近 い 日 数 で あ る が 、 漁 船 や 遊 漁 す る ボ ー ト や 水 中 構 造 物 な ど の 防 汚 塗 料 に は 有

効 で あ る と 考 え る 。

参 考 写 真 Ｂ － １ 　 参 考 写 真 Ｂ － ２ 　 参 考 写 真 Ｂ － ３ 　 参 考 写 真 Ｂ － ４

【 ０ ０ ２ ８ 】

平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ 日 　 試 験 板 ４ 枚 を 実 証 検 証 し た 。

試 験 板 ０ ８ 　 別 な 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を ８ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 装 し た 。 検

証 で は 海 藻 が 付 い て い た 。

試 験 板 １ ２ 　 別 な 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を １ ２ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 装 し た 。

検 証 で は 試 験 板 ０ ８ よ り も 多 く の 海 藻 や カ キ の 付 着 し て い た 。 １ ２ ％ よ り も ８ ％ の 方 が 付
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着 は 少 な か っ た 。 試 験 板 ０ ８ 試 験 板 １ ２ と も 北 側 （ 日 当 た り の 少 な い と 推 測 さ れ る 面 ） は

海 藻 や カ キ の 付 着 は 少 な か っ た 。

試 験 板 ８ ８ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を ８ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 装 し た 。 検 証 で

は 海 藻 や カ キ が 少 し 付 い て い た 。

試 験 板 １ ２ １ ２ 　 加 水 分 解 型 塗 料 （ 青 ） に 硫 黄 と 弁 柄 を １ ２ 重 量 ％ ず つ 混 ぜ て 塗 装 し た 。

検 証 で は 試 験 板 ８ ８ よ り も 多 く の カ キ や 海 藻 が 付 い て い た 。 試 験 板 ８ ８ 　 試 験 板 １ ２ 共 に

北 側 面 は 海 藻 や カ キ の 付 着 は 少 な か っ た 。 日 当 た り の 良 い と 思 わ れ る 南 側 が 海 藻 や カ キ の

付 着 が 多 か っ た 。

　 参 考 写 真 ０ ８ ： １ ２ 　 参 考 写 真 ０ ８ ： １ ２ 　 参 考 写 真 ８ ８ ： １ ２ １ ２ 　 参 考 写 真 ８ ８ ：

１ ２ １ ２

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 は 鋼 船 （ 鉄 船 ） Ｆ Ｒ Ｐ 船 な ど の 各 種 材 料 か ら な る 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 網 、 漁

網 、 浮 標 、 工 業 用 水 系 設 備 等 に 対 す る 、 海 洋 生 物 の 付 着 、 海 藻 及 び 各 種 防 汚 船 底 塗 料 へ の

利 用 が 期 待 さ れ る 。

【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 平 成 30年 12月 18日 (2018.12.18)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 粒 径 ０ ． ３ ～ ０ ． ４ μ ｍ の 弁 柄 （ 酸 化 鉄 　 Ｆ ｅ ２ Ｏ ３ ） ４ ～ １

２ 重 量 ％ と 、 海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 硫 黄 分 ５ ～ １ ０ 重 量 ％ の 両 成 分 を 同 時 に 防 汚 塗 料

用 添 加 物 と し て 混 入 し て 、 よ り 防 汚 効 果 の 有 効 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 海 洋 生 物 を 忌

避 す る た め の 汚 汚 塗 料 。

10

20



(10) JP  2019-157100  A   2019.9.19

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(51)Int.Cl.　　　　　　　　　　　　　　 ＦＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマコード（参考）

　 Ａ０１Ｎ　59/16　　 (2006.01)　　　　　 Ａ０１Ｎ　 59/16　　　　　 Ｚ　　　　　　　　　

　 Ａ０１Ｎ　25/04　　 (2006.01)　　　　　 Ａ０１Ｎ　 25/04　　　　　　　　　　　　　　　

　 Ｅ０２Ｂ　 1/00　　 (2006.01)　　　　　 Ｅ０２Ｂ　　1/00　　 ３０１Ｂ　　　　　　　　　

　 Ｂ６３Ｂ　59/04　　 (2006.01)　　　　　 Ｂ６３Ｂ　 59/04　　　　　 Ｚ　　　　　　　　　


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	written-amendment
	overflow

